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エスダブル

送電線二工事に開

慶応義塾大学大学院教授　高野　研一氏

量

V

エ
ス
ダ
ブ
ル
エ
ス
は
送
電
線
工

事
向
け
の
高
度
な
専
門
サ
ー
ビ
ス

に
特
化
し
た
測
量
業
者
。
「
同
業

他
社
と
は
競
合
し
な
い
特
殊
な
仕

事
を
す
る
」
（
清
水
社
長
）
。
架
線
、

鉄
塔
、
仮
設
の
各
種
工
事
に
役
立

つ
計
算
ソ
フ
ト
を
は
じ
め
、
鉄
塔

や
電
線
の
位
置
を
計
測
し
て
パ
ソ

コ
ン
画
面
で
立
体
的
に
示
す
プ
ロ

験
、
ま
た
は
試
験
に
合
格
す

る
な
ど
し
て
国
に
登
録
す
れ

ば
測
量
業
を
行
え
る

【
試
験
科
目
】
法
規
・
国

際
条
約
、
測
量
方
法
、
地
図

編
集
な
ど
筆
記
9
科
目

手
計
算
現
地
見
て
確
認
も

㊨
⑭
㊧
①
①
金

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電

所
事
故
の
最
大
の
教
訓
は
、
目
的

意
識
に
と
ら
わ
れ
、
次
々
と
安
全

シ
ス
テ
ム
を
解
除
し
、
実
験
を
強

行
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

最
近
、
製
薬
会
社
の
安
全
責
任

者
と
懇
談
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

彼
に
よ
れ
ば
、
製
薬
会
社
の
製
剤

プ
ロ
セ
ス
の
ほ
と
ん
ど
は
現
在
で

は
委
託
生
産
に
切
り
替
え
ら
れ
て

お
り
、
主
な
業
務
は
研
究
開
発
に

向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
研
究

開
発
で
は
、
業
務
自
体
が
不
定
型

で
、
実
験
手
順
も
多
く
が
実
験
者

に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
現
場
で
一
番
リ
ス
キ
ー
な
実
験

者
は
、
大
学
院
を
出
た
気
鋭
の
新

入
職
員
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
新
卒
研
究
者
に
共

通
す
る
の
は
、
幼
少
期
か
ら
親
、

祖
父
母
か
ら
丁
寧
に
庇
護
（
ひ
ご
）

さ
れ
、
賠
償
責
任
を
回
避
す
る
意

識
が
強
く
、
学
校
で
も
危
な
い
こ

と
は
さ
せ
な
い
方
針
が
徹
底
さ
れ

か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
わ
け
で

あ
る
。
一
方
、
過
酷
な
受
験
競
争

で
は
、
他
者
に
一
歩
で
も
先
ん
じ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
晴
れ
て
、

大
企
業
の
製
薬
研
究
部
門
に
配
置

さ
れ
た
新
卒
研
究
者
は
、
実
験
に

ま
い
進
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
潜

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

つ
い
た
と
き
に
は
手
遅
れ
で
爆
発

に
至
っ
た
。
事
前
の
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
し
っ
か
り
行
い
、
不

用
意
な
行
動
に
移
る
前
に
先
輩
に

相
談
し
て
い
れ
ば
防
げ
た
事
故
で

ある。こ
の
よ
う
な
懸
命
エ
ラ
ー
は
、

電
力
の
現
場
で
も
起
こ
る
。
真
夜

中
の
変
電
設
備
の
故
障
に
派
遣
さ

れ
た
チ
ー
ム
で
は
、
全
員
で
メ
ー

「
目
的
意
識
」
が
招
く
事
故

て
い
る
。
つ
ま
り
、
生
ま
れ
て
こ
　
在
的
リ
ス
ク
に
気
付
く
は
ず
も
な

の
か
た
一
貫
し
て
「
危
な
い
こ
と
」
　
く
、
目
的
達
成
し
よ
う
と
日
夜
努

力
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
実
験
に
は
安
全
尤

度
が
少
な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
逸

脱
が
事
故
に
直
結
す
る
。
思
わ
し

い
結
果
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い

こ
と
に
業
を
煮
や
し
、
反
応
を
加

速
し
よ
う
と
し
て
規
定
量
以
上
の

触
媒
を
投
入
し
て
し
ま
い
、
気
が

ン
の
ス
イ
ッ
チ
の
「
切
」
を
確
認

し
た
後
、
各
々
の
作
業
に
着
手
す

る
決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
省
略
し
、
「
切
」
ス
イ
ッ
チ

の
操
作
者
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

く
れ
と
手
を
振
っ
た
瞬
間
、
持
ち

場
で
待
ち
わ
び
て
い
た
作
業
員
が

こ
れ
を
完
了
の
合
図
と
勘
違
い
し

て
感
電
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
。
広
義
に
考
え
れ
ば
ル
ー
ル
を

順
守
し
な
い
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
不
安
全
行
為
は
、
一
般
の
製
造

業
の
労
働
災
害
の
8
0
％
、
建
設
現

場
で
は
な
ん
と
9
9
・
9
％
を
占
め

て
い
る
と
い
う
。
何
気
な
く
行
っ

た
行
動
に
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る

だ
け
で
な
く
、
謙
虚
に
思
い
と
ど

ま
る
決
断
が
必
要
で
あ
る
。

何
か
気
が
進
ま
な
い
と
感
じ
る

感
性
が
自
分
を
救
っ
た
経
験
を
元

日
本
航
空
の
小
林
宏
之
機
長
か
ら

も
お
伺
い
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

危
険
を
感
じ
る
「
感
性
」
と
回
り

道
で
も
「
愚
直
」
な
行
動
を
選
ぶ

勇
気
が
必
要
で
あ
る
。

た
か
の
・
け
ん
い
ち
＝
専
門
は

大
規
模
技
術
シ
ス
テ
ム
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ

ァ
ク
タ
ー
。
事
業
所
の
安
全
管
理

で
豊
富
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
経
験

を
持
つ
。
5
8
歳
。

電
気
工
事
士
試
験
〓

◆
琴
一
種
電
気
工
事
士
筆
墨
悪
霊

講
習
会
（
福
岡
）

8
月
軍
2
4
日
午
前
9
時
～
午
後
だ

日
は
午
後
5
時
ま
で
）
、
福
岡
市
域
竜

の
九
州
電
力
社
員
肝
修
所
で
。
定
苧

い
合
わ
せ
は
日
本
電
気
協
会
九
州
嘉
一

9
2
（
7
7
1
）
2
5
9
6
。

◆
第
一
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験
瓜

講
習
会
（
大
阪
）

8
月
軍
3
0
日
、
9
月
6
日
午
前
盈

午
後
4
時
、
大
阪
市
此
花
区
西
九
条
爪

館
で
。
定
員
5
0
人
。
問
い
合
わ
せ
は
恩

会
関
西
支
部
、
℡
0
6
（
6
3
4
1
）
5
▲

◆
第
一
種
電
気
工
事
士
筆
記
・
接
触

験
対
策
講
習
会
（
福
岡
）

8
月
墾
3
1
日
午
前
9
時
～
午
後
5

市
城
南
区
松
山
の
九
州
電
力
社
員
研

問
い
合
わ
せ
は
日
本
電
気
協
会
九
州
恵

0
9
2
（
7
7
1
）
2
5
9
2
。

関
連
法
規
・
規
程
な
…

◆
電
気
設
備
技
術
基
準
・
解
釈
藍

井）
8
月
2
6
日
午
前
9
時
半
～
午
後
5
政

市
手
寄
の
ア
オ
ッ
サ
（
福
井
而
鞄
璽

ザ
）
で
。
申
込
期
限
は
8
月
8
日
。
踊

せ
は
日
本
電
気
協
会
北
陸
支
部
、
㊥

（
4
4
2
）
1
7
3
3
。

◆
自
家
用
電
気
工
作
物
保
安
壁
慧

会
（
東
京
）

8
月
2
7
日
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
通

都
新
宿
区
大
久
保
の
東
京
都
電
設
工
報

金
基
金
会
館
で
。
定
員
1
2
0
人
。
間
h

は
日
本
電
気
協
会
関
東
支
部
講
習
グ

℡
0
3
（
3
2
1
3
）
1
7
3
7
。

◆
内
線
規
程
講
習
会
（
仙
台
）

8
月
2
9
日
午
前
9
時
半
～
午
後
5
腑

市
膏
薬
区
中
央
の
セ
ン
ト
レ
東
北
で
。


